
など、終宿主：鳥類）Pseudexorchis major（第一中間宿主：カワニナ類、
第二中間宿主：フナなど、終宿主：ナマズ）、Echinochasmus milvi（第
一中間宿主：カワニナ類、第二中間宿主：カネヒラなど、終宿主：鳥類）、
ドブガイAnodonta woodianaのグロキディウム幼生（宿主・ヨシノボリ
など）。吸虫幼生およびドブガイの幼生とも水中を遊泳して宿主の魚に
到達するが、遊泳力はきわめて弱く、自力で流水を遡ることはできない。
吸虫メタセルカリアは基本的に一度魚に寄生すると脱落しないが、グ
ロキディウムの寄生期間は温暖な時期で１０日程度であり、以降は宿
主から離れて底生生活に移行する。 
 
 
 
 
　2001年度、実験河川では５月１０日から通水を開始したため、実験
河川内で採捕された成魚はすべて新境川からの移入個体であり、す
でに寄生虫に感染している可能性が高い。そこで、実験河川で孵化
した当歳魚のみを対象とし、体サイズで当歳魚と成魚の区別が可能な
フナ類（ギンブナ、ゲンゴロウブナを含む）とタモロコの２分類群を材料
とした。７月から１２月にかけて、不定期に実験河川で当歳の幼魚を採
集し、解剖して指標寄生虫の有無を検査した。 
 
 
 
 
　フナ類：６－７月、標準体長10-50mm程度の稚魚からは、指標寄生
虫は全く検出されなかった。８月下旬から１０月初旬にかけて感染魚が
多くみられるようになり、１１月下旬から１２月初旬にはすべての幼魚が
感染していた。すなわち、フナの当歳魚は、初夏に孵化してから秋頃ま
で実験河川内に残留する個体は存在せず、すべてが木曽川本川か
らの遡上個体で占められるようになった。 
　タモロコ：A河川では、７月３日に早くも感染当歳魚（最小体長
29.7mm）が確認された。なお、この個体に付いていた寄生虫の発育
状態から、この個体は４日以内で木曽川から実験河川まで移動したこ
とがわかった。同時期のB河川では感染幼魚が発見されていないが、
これは採集場所がわんどであり、５月３１日以降は実験河川と分断され
ていたためである（注）。夏から秋にかけてはフナ同様に指標寄生虫の
感染率が増加し、１１月下旬から１２月初旬には、71％の幼魚に感染
が見られた。これは、2001年１月および１０月に新境川で採集されたタ
モロコ当歳魚の感染率と有意差がなかった。なお、フナ･タモロコのど
ちらも、１１月下旬から１２月初旬の時期では、A-C河川間で感染率の
差は見られなかった。 
 
 
 
 
　淡水魚は、産卵期に活発な移動を示し、水田や支川などの一次水
域に入り込むことはよく知られている。実験河川も木曽川の魚にとって
一次水域的な役割を果たしていると考えられるが、本結果から、成魚
だけではなく、一見定住しているかに見える幼魚も700m以上の距離
を越えて頻繁に移動しており、激しく入れ替わっていることが明らかと
なった。このことは、幼魚も含めて、実験河川のフナやタモロコは、実験
河川内に定住しているのではなく、木曽川本川を含む広い範囲を移
動しながら生活していることを示している。 
 
　生物タグとしての寄生虫：寄生虫を「生きた指標」すなわち生物タグ
として使用するには、本研究での実験河川と木曽川での中間宿主の
分布の違いのように、いくつかの好適な条件が満たされていなければ
ならない。しかし、人為操作が不要で魚に負担をかけず、幼魚にも適
用できる簡便なタグとして、淡水魚の生態の解明に今後非常に役に
立つと期待される。 
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■実験現場 

■実験の様子 

魚を解剖する。 顕微鏡の下で寄生虫を探す。 

実験河川　全長800ｍ 

終末池ー木曽川合流点 
　　　　約700ｍ 

終末池 

実験池 

配水池 

■フナ類 Carassius spp.の成長と指標寄生虫の感染 
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■タモロコ Gnathopogon elongatus の成長と指標寄生虫の感染 
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（注）2001年5月31日～7月
13日まで、このわんどは実
験河川本川とは締め切られ、
魚類等の移動はなかった。 
（フナ類のグラフも同様） 

は感染魚 


